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 大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）の中性粒子ビー

ム加熱重水素プラズマにおいては、主にビーム

－主プラズマ反応による中性子が発生する。そ

のため、中性子計測を用いることによって、ビ

ームイオンの閉じ込め情報を得ることができ

る［１］。 
 これまで、比較的低密度の高イオン温度放電

において、高速粒子モードの一種である、ヘリ

カルリップル捕捉粒子励起抵抗性交換型モー

ド（ＥＩＣ）に起因し、それを励起しているヘ

リカルリップル捕捉粒子が損失している様子

が、パルスモードベースの垂直中性子カメラ

（ＶＮＣ＿２５Ｌ）によって観測された［２］。 
 今回、既設のＶＮＣ＿２５Ｌに加え、新設の

電流モードベースの垂直中性子カメラ（ＶＮＣ

＿１５Ｌ）を設置した。ＶＮＣ＿１５Ｌは、直

径２インチ、高さ０．６２５インチのＥＪ４１

０を用いた高速中性子シンチレーション検出

器と、電流アンプ、及びデータ収集系で構成さ

れている。既設の中性子カメラと比して、約１

０倍高い中性子検出感度と高い時間分解能を

持つ。 
 ＥＩＣが発生する放電において中性子発生

分布の時間発展を取得した。まず、ＶＮＣ＿１

５Ｌで得られた信号は、ＶＮＣ＿２５Ｌで得ら

れた信号と同様の傾向を示した。また、視線に

よって、バースト発生後の信号の立ち上がり時

間に差があることが分かった。 
 本発表では、主に垂直中性子カメラ用いたビ

ームイオン輸送研究ついて発表を行う。 
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図１ 垂直中性子カメラ（ＶＮＣ＿１５Ｌ） 

 
図２ 磁場揺動と中性子発生分布の時間変化 


